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今、再び「再編統合リスト病院」として

“名指し病院”をクローズアップ！！ 
＝週間ポスト８月 28 日号通巻 2571 号＝  (ウラ面参照) 
  

コロナ禍の中で、初めて病院の倒産が起

きるなど、病院経営は大きな危機を迎えて

います。こうした中で、マスコミも“病院

が危ない！”と様々な記事が報道されてい

ます。今週発売された『週刊ポストー8 月

28 日号』では「命を守る大特集」として 14

ページの特殊記事が掲載され、その第 1 に

『緊急警告！病院が潰れる 厚労省が公

表した「消滅リスク医療機関」リスト』と

いう特集記事が掲載されました。 

本通信を作成している長尾のところに

も、発売直後に 3 名から問い合わせや連絡

があり「国立病院機構の病院が再編リスト
ラ対象病院として多数名前が挙がってい
る！どうなっているのか？」ということでした。厚労省が地域医労構想を進め

るために「424 名指し病院リスト」を発表したのは昨年 9 月末でした。そして

その直後には、全国的に大問題としてマスコミ各社がこぞって報道していたの

ですが、4 月以降は、コロナ禍の中で「地域医療」の報道は影を潜めています。

今回の週刊誌の記事は、全国 60 カ所の病院をリストとして掲載し、国が何か

新たな再編リストを発表したかのように受け止められています。記事の内容を

よく読めば、昨年発表リストを病床数の多い順上位 60 病院のリストであり、

記事内容も「再編を進めろ！」という、煽り記事ではなく、コロナ禍の中で、

十分な対策を講じないと、こうした対象病院が真っ先にリストラされかねな

い！『闇雲に病院を減らすのではなく、高齢化社会に適応した、地域住民ファ

ーストの医療体制を再構築することが望まれる』と結んでいます。 

しかし、多くの人は溢れる情報の中で、昨年 9 月のリストラ対象病院公表をす

っかり忘れ、今、新たに 60 病院だけ、病院名が公表されかのように受け止めて

いるようです。これにより、昨年リスト公表時と同様に、何がしかの「風評被
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害」へと発展しかねません。 

今、重要な事は、①政府・厚労省は、名指しリストを撤回したわけではない

こと。②現状における「コロナ対応」優先の中で、再編合理化の報告期限は一

旦、棚上げされたものの 2025 年までの期限はそのままであること。③今年度の

一般会計予算では、再編合理化推進の予算が 500 億円以上組まれており、個別

の病院での再編合理化推進に向けた補助金争奪は始まっていること。 

よって、一方では「地域医療構想」を推進し、2025 年達成に向けた計画は、

水面下では着々と進行しているということを忘れてはなりません！つまり、表

面化した時には、大筋、国―県―自治体―当該医療圏調整会議―当該病院での

合意が成立している可能性があります。 

注）厚労省「再編統合を検討」リスト６０病院には、愛知県内の名指しリスト

９病院の内、３病院（国立東名古屋・木曽川市民・みよし市民）が掲載されて

います。＊国立病院は、（31 病院中）15 病院がリストアップされています。 


